
青年部主催の２泊３日ＵＩＡ東京大会ツアーに参加さ
せて頂きました。

ＵＩＡ大会は建築の世界最大級のイベントで、
世界中から建築家や技術者、研究者、学生などが集まり
ます。
大会では、講演やセミナー、プレゼンテーション、ワー
クショップ、展覧会など、大会テーマに基づく多彩なプ
ログラムが開かれます。
ＵＩＡ大会は、１９４８年にスイス・ローザンヌで初めて開
催されて以来、ほぼ３年に一度、世界の各都市で開かれ
ています。日本での開催は、２４回目となる今回が初めて
です。
（大会ＨＰより一部抜粋）

東京大会の大会テーマは「DESIGN２０５０」
サブテーマは「環境・文化・生命」

３月１１日の東日本大震災は極めて大きな問題を日本だ
けではなく世界に投げかけることになりました。そして
世界で同時に起こっている世界規模の諸問題を踏まえ
て、建築や都市はどうあるべきか？を考える大会でもあ
りました。

日本・世界の著名な建築家の講演やお話をたくさん直
に聴くことができたのは貴重な経験でした。
建築家ではありませんが、個人的にはブータン王国首
相のジグメ・ティンレー氏のお話がもっとも心に響きま
した。
ブータンはＧＮＰ（国民総生産）でなくＧＮＨ（国民
総幸福量）を提唱されている国で有名です。
ＧＮＨは４つの柱を基に実践されています。
１．持続可能で公正な社会経済開発 ２．自然環境の保全
３．伝統文化の保護と振興 ４．優れた統治力
現在の経済優先の社会に対して疑問を投げかけ、建築
はどのように存在するべきかを問いかけられました。

それと、初日の夜。ＪＩＡさん主催の「フクシマトク
シマの会」懇親会があり参加させて頂きました。
福島で設計をされている方の実際のリアルなお話を伺
い胸がくるしくなりました。
ですが、このような機会を頂き感謝したいと思います。
建築士会のメンバーとも交流させていただいて感謝で
す。ありがとうございました。

●とぴっくす●

『ＵＩＡ２０１１東京大会 第２４回世界建築会議』
徳島支部 島田 英明
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▲会場の東京国際フォーラム

▲ジグメ・ティンレー氏
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さる１０月１５日、地域防災研究会が大勢参加のなか発足
いたしました。新聞記事を見た士会会員以外の参加もあ
り、これまでにない研究会の船出となりました。記念講
演をしていただいた徳島大学大学院の中野晋教授から
は、徳島大学で進めてきた防災リーダー育成の立場か
ら、会員に活躍のエールをいただきました。また、研究
会の顧問もお引き受けいただき、たいへん心強い体制と
なりました。会では士会会員以外でも、会の目的に賛同
する方は特別会員として受け入れるようにしています。
研究会の目指すべき方向として３つの柱を示しまし
た。◆第一に、建築技術者として行政や地域住民の要請
に応えていくこと。①大災害時の初期段階に二次災害防
止を図る応急危険度判定の体制作り、実践的な訓練の実
施。②大震災後の復興に向けた被災地でのあらゆる住宅
相談に対応できる生きた知識と判断と実践力を身につけ
る。③平常時から備えておくべき木造耐震化（耐震診断、
耐震改修）の積極的な啓発・推進。◆第二に、建築士会
として、建築の耐震知識だけでなく防災に関する総合的
な知識（自助、共助、公助、科学、情報、救命、予防、
復興など）を身につけた建築士を養成し、地域防災に関
する建築専門家として認定し、積極的に行政や各地域に
推薦・派遣し、同時に市町村や地域住民との協働事業を
積極的に取り組む。◆第三には、地域の建築士として、
会員１２５０名の身近な地域で、地に着いた活動により防災
知識などを活かし、地域の建築士としての役割を果た
す。

当面の活動として、中野先生にアドバイスを頂きなが
ら、地域防災に関する総合的カリキュラムに基づき、様々
な分野の講師による研修を重ね、防災建築士に向けて研
鑽を続け、同時に県住宅課から建築士会への委託事業で
ある『木造耐震化 住まい安全・安心リフォーム支援事
業』に関して本部・支部の協力のもと積極的に啓発・推
進に取り組む。
中野先生からは徳島大学環境防災研究センターとの共
催というご提案もいただき、それに伴い毎月の例会を徳
島大学常三島キャンパスの工業会館で行えるようになり
ました。会員への連絡はメールを基本に、資料は事前に
ＰＤＦをメール送付し、各自印刷、持参ということも確
認しました。地域防災に関する様々な講演会・研修・訓
練などの情報も随時提供していきたいと思います。魅力
ある研究会の継続はなかなか難しいですが、硬すぎず、
魅力ある、楽しい、会運営を目指したいと考えています。
東日本大震災の視察報告をしていただいた青年部７名の
ような若手や女性、そして、地域活動の機会が増えるシ
ニアの方々の参加もお待ちしています。
入会はいつでも受付します。参加希望の方は、氏名、
電話番号、メールアドレスを以下にお送り下さい。

皆さんのご参加を 心より お待ちしています。

■地域防災研究会 事務局担当 蓑田 勉
メールアドレス minocchi_b@yahoo.co.jp

●ほっとにゅーす●

地域防災研究会の設立にあたって
～その目指すべき方向～

�徳島県建築士会 地域防災研究会 代表幹事 中村 正則

副代表幹事：岸田 徳明・河村 勝 会計幹事（事務局担当）：蓑田 勉

顧 問：中野 晋（徳島大学大学院教授）・佐藤 幸好（建築士会会長）
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前号、（その３）では、建築士会で毎年行ってきてい
る事業の中から「とくしまユニバーサルデザインによる
まちづくり賞調査事業」について、公益目的事業である
ことを申請文として書いてみました。次の三つの枠組み
で構成されています。
「事業の概要」
「事業の公益性」
（１）認定法別表の何号に該当するか？→Ａ
（２）公益性のチェックポイントの何号で説明できる

か？→Ｂ
ＡとＢは何か？という人は「まちかど７月号」で（そ
の２）を読んでください。
Ｑ７：事業の公益性の要点は何か？
申請文を書き続けてみて、要点は、まちかど７月号で
も書きましたが、［Ｂ：不特定かつ多数の者の利益の増
進に寄与するかどうか］にあると感じています。
いままで建築士会で講演会やセミナ－を企画した時に
は、わかりやすい内容で行い、しかも入場者数が多いほ
うが盛り上がるので、多くの人を集めたいとして、開催
日時や広報体制・方法などを考えてきたと思いますが、
これを、「事業の公益性のチェックポイントの何号で説
明できるか？」、試してみます。
事業区分ごとのチェックポイントは、次の１８項目あ
り、申請書では、事業内容をチェックポイントに従って
説明することを求められています。
検査検定、資格付与、講座・セミナー・育成、体験活
動等、相談・助言、調査・資料収集、技術開発・研究開
発、キャンペーン・○○月間、展示会・○○ショ－、博
物館等の展示、施設の貸与、資金貸付・債務保証等、助
成（応募型）、表彰・コンクール、競技会、自主公演、
主催講演、上記の事業区分に該当しない事業［講座・セ
ミナー・育成］は次の①～④に細分化。
①当該講座、セミナー、育成（以下「講座等」）が不特
定多数の者の利益の増進に寄与することを主たる目的と
して位置付け、適当な方法で明らかにしているか。
②当該講座等を受講する機会が、一般に開かれている
か。
（注）ただし、高度な専門的知識・技能等を育成するよ
うな講座等の場合、質を確保するため、レベル・性格等
に応じた合理的な参加の要件を定めることは可。
③当該講座等及び専門的知識・技能等の確認行為（受講
者が一定のレベルに達したかについて必要に応じて行う

行為）に当たって、専門家が適切に関与しているか。
（注）専門的知識の普及を行うためのセミナー、シンポ
ジウムの場合には、確認行為については問わない。
④講師等に対して過大な報酬が支払われることになって
いないか。
皆さんもお気づきの通り、いままで建築士会で企画し
た講演会やセミナ－を、この①～④のチェックポイント
ごとに説明することは難しいことではありません。「そ
の３」で示したＵＤ賞調査事業も説明できました。つま
り、建築士会の多くの事業は、後追いで作られた公益認
定法を使って、公益性を説明できるのです。業界的にい
うと、「既存不適格」ではないのです。
いままでと同じように、これからも、①～④のことを
意識しながら、事業企画を続けていくことかと思います
が、意識し直すところもあります。それは、［講座・セ
ミナー・育成］や他のチェックポイントでも、ほぼ共通
して要請されていることで、②についてです。特に、意
識する部分だと感じています。いわゆる「広報・案内」
です。一般客が来ない、あるいは来ても一人二人という
企画は、？マークが付く、ということ。
Ｑ８：公益社団法人に移行すると、新たに、ボランティ
ア活動をしなければならなくなるのでは？
この答えは、Ｑ６とＱ７で説明してきました。
この心配が根強く残っている雰囲気がありますが、
違っています。Ｑ８で心配している「ボランティア」と、
まちかど７月号で会員の皆さんへ呼びかけた「建築士と
しての公益的活動支援：助成団体（グループ）募集」と
は趣旨が全く違っています。このあたりで、誤解があれ
ば、解いてほしいと思います。

� � � �
難しい話が続きましたので、お願いをひとつ。
ご存知、三ツ合橋です。南田宮・南前川・出来島の間
に架かる、［三叉路になっている日本でひとつしかない
橋］らしいのです。県内、県外へ出掛けた折りには、こ

んな形の橋がない
か、情報収集をお
願いします。
なお、合成写真
なので、かなり曲
がっていますが、
ほぼＴ字です。

【公益法人 information→検索→Ｑ＆Ａ】 （つづく）

●ほっとにゅーす●

公益法人制度改革について その４
公益法人改革特別委員会
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徳島県建築士会の皆さんこんにちは。今回私は、９月

１０・１１日に鳥取県で行われた若手建築志交流会に参加さ

せて頂きました。徳島からは私を含め５名の参加でした♪

一日目はメインイベントの三徳山三佛寺「投入堂」で

す。ここは、写真家の土門拳をして「日本第一の建築は？

と問われたら、三仏寺投入堂をあげるに躊躇しないであ

ろう。」と言わしめた建築物のある場所です。三徳山は

修行の場所ですので、参拝登山をするには輪袈裟（わげ

さ）をして登ることが義務づけられています。服装に関

しては、スカートなどは厳禁で、靴も山道を傷める恐れ

のあるものは基本的には草鞋（わらじ）に履き替えるこ

とになっています。投入堂へは、片道約１時間の険しい

道のりを登る必要があります。山道は木の根や岩肌が剥

き出しのけもの道で、油断すると崖から転落してしまう

人も多いそうです。毎年何人もけが人が出るそうです。そ

のけもの道を登り終えると…溢れんばかりの絶景が待っ

ており、その先には投入堂！ここは、本当に写真で見る

ものと、実際に苦労して見るものとでは全く感動が違い

ます！そして、行きよりも帰り道が大変で、帰り道では

踏み外して足を怪我した人も多いのではないかと思われ

ます。今回の登山者はみんな無事に帰って来ました！

二日目は人形峠展示館にて原子力エネルギーの勉強を

させてもらいました。ここは原子力エネルギー利用への

理解を深めるための施設です。人形峠は日本で最初にウ

ラン鉱床が発見され、原子力発電に使われるウラン燃料

の研究開発が開始されたことから「原子力の原点」また

は「ウランのふるさと」と呼ばれている場所です。最近

何かと話題の原子力、鳥取にその原点となる場所がある

ということを今回初めて知りました。施設では簡単に原

子力について理解を深めるために講義が行われ、α線測
定器で身近なものを測定しました。ワカメやレンガから

も微量の α線が出ていました（驚）。その後、ウランの
炭坑を見学させてもらいました。炭坑の中にはウランが

あるのですが通常は確認できません。赤外線を当てると

ウランが青く光り始め、肉眼で確認出来るようになりま

す。ちょっと感動しました。この場所の不思議…展示館

で携帯のＧＰＳを起動させるとなぜか、現在地が宇和島

を示しました（笑）。

帰り道に、奈義町現代美術館に寄りました。この美術

館は１９９４年に磯崎新により建築された第三世代の美術館

と呼ばれています。他の美術館の違いは、従来の美術品

と展示空間の関係が逆転している点です。つまり、アー

ティストの作品そのものとして構想された空間が最初に

あり、建物はそれを覆うシェルターにすぎないという点

です。荒川修作、岡崎和郎、宮脇愛子という三人のアー

ティストによる三つの常設の展示空間と、一つの企画展

示室と、図書館から成り立っています。旅の最後にこん

な良いものが見ることができ、すごくよかったです。

●ほっとにゅーす●

若手建築志交流会 in 鳥取
徳島支部 高見 隼也

▲奈義町現代美術館

▲投入堂
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平成２３年１０月１５日�１４：００～１６：３０徳島県総合福祉セ
ンター４階において地域防災研究会の発足会があり、５５
名の出席のうち板野支部より多田勲さんと私が参加して
きました。

初めに青年部の方より東日本大震災の視察報告を受け
ましたが、いまだガレキの処理場所も決まらず復興の兆
しがまだまだ見えてきてないようでした。青年部の参加
された方々には、ご苦労さんでした。

次に、徳島県住宅課の鎌倉課長補佐より「住まいの安
全・安心なリフォ－ム支援事業」の説明があり、徳島県
で、耐震診断済の住宅が、現在約９，７００戸あり、耐震改
修を行っている住宅がその約１割程度だそうです。まだ
まだ、進まない耐震改修工事を徳島県建築士会も耐震改
修の住宅相談をお手伝いして全県で耐震改修工事が増え
少しでも安全な住宅が増えるようにみなさんでガンバリ
ましょう。
その後、徳島大学大学院教授中野晋氏による記念講演
「災害の世紀に向けて～東日本大震災の教訓～」があ

り、徳島県でも大地震が発生すれば、海岸線に津波また
は、軟弱地盤地には液状化現象による災害を受ける可能
性が高い地域が多いと思われます。そこで、この研究会
を中心に災害時の行動を考えなければならないと思いま
した。

最後に地域防災研究会の方向・今後の活動方針と役員
を決定して発足会は終了しました。

●支部だより●

地域防災研究会発足式に参加出席して
板野支部 賀治 隆志

▲佐藤会長のあいさつ

▲青年部の視察報告

▲中野晋氏による記念講演

▲会場の様子
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８月６日土曜日の朝、出発しました。
愛車のマーチは、前日にオイル交換と点検を完了し、
準備万端です。旅に行くのです！
春から計画をたてて、直前の台風の進行方向にドキド
キしながら、まずは徳島道～松山方面へ走り、伊方発電
所を右手に眺めた後に港へ到着。
運転手の旦那様には申し訳ないけど、ビール片手に
じゃこ天を頂きながら、フェリーへ。
って揺れてる？遠く南のほうの海にいてる台風の影響
がココまで関係するの？船酔いなのかぁ、酒酔いなの
かぁわからない状態で根性の７０分。大分・佐賀関に着。
道の駅で休憩ながら、関アジ丼。（美味い）ココからさ
らに１９７号バイパスと大分自動車道へ。
１日目の目的地、湯布院に到着。観光ガイドブックを
見ても初めてのトコロって意味わからなくてどこに行け
ばいいのかわからない。どーしよーっ。っで、選んだのが
『人力車』。金鱗湖から駅前まで裏道を通って、グルッ
と１周。ブラブラしてるだけじゃわからない湯布院を楽
しく知ることが出来ました（＾＾）露天風呂付の離れの
宿では、牛すきしゃぶを頂きました。（コレも美味かった）
２日目の朝は、福岡へ。カーナビがあるのだけれど道
に迷いながら…太宰府天満宮へ。

そして、いよいよ！です。今回の旅のメインイベント
へ。そうです！４年に１度の大イベントが行われる会場
へ。んんん�何かご不満？ご不明な点がありますか？４
年に１度といっても、オリンピックじゃないですよ。ロ
ンドンオリンピックが２０１２年開催である事は承知してお
ります。

今年、２０１１年に開催されたイベントは…
『『史上最強の遊園地 DREAMS COME TRUEWAN-

DERLAND』』（ドリカムの３時間を超えるめちゃ素敵
なライブツアー）なのです！
会場となるのは福岡ドーム。
（大阪での開催日もあったのですが、屋外施設となっ
ていたので今回、私は少々遠くても太陽光を気にするで
なく、雨を気にするでなくゆっくりと観覧・観賞できる
屋内施設を選んでの参加となったわけです。そうした
ら、大阪公演は台風１２号の影響で中止・延期。これには
本当に驚きでした。）
会場ではアリーナ席で、前から数えれる程ステージに
近い席。よしだみが飛び出した瞬間から、アンコールま
でず――――っと、数え切れない感動の笑顔と、感動の
涙と、幸せいっぱいの３時間でした。
福岡・博多の夜は、この旅最後の晩餐。
白濁の鶏がらだしを湯呑みに注ぎ、柚子こしょうと塩
味だけで頂いてからの水炊き。（やっぱりコレも美味し
かった）
３日目は帰路。福岡から下関へ渡り、瀬戸大橋経由の
８時間ドライブ。
やっぱりお土産は明太子だろうと思い、急遽クーラー
ボックスと氷を購入。ココまで来たのだから！と言い出
したらもう止まりません。帰り道は、名産・名物のお買
い物ツアー？でした。
こうして、２泊３日の『４年に１度の大イベント 史
上最強の移動遊園地 DREAMS COME TRUE WON-

DERLAND観賞の旅』は、幕を降ろしたのでした。

●あなたが出番●

史上最強の移動遊園地
小松島・勝浦支部 日野 かおり
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１０月２２日�、２３日�の２日間、徳島市のふれあい健康
館にて『第６回とくしま福祉機器展』を開催しました。
私にとっては、この福祉機器展を主催する実行委員会
の副会長を務めるようになってから３回目の開催です。
ここ２年、日曜の集客に悩みました。お客様の一人ひ
とりの滞在時間は長く、相談の内容も濃く、リピーター
も多い。質が変わったことを参加しているスタッフや
メーカーは実感しているにもかかわらず、人数が伸びな
いという状況。本当に必要としている方の相談の場とし
て定着しつつあるというのはうれしいことです。しか
し、私たちには他にも課題があります。障害のある人も
ない人も誰もがいきいき生活できる共生社会の実現に向
けて、一般の方にも参加していただき、福祉機器の展示
を通じて様々な気づきを提供するということです。
そこで、今年は「福祉」「福祉機器展」という言葉か
らもたらされる「暗い」「自分には関係ない」「メーカー
によるモノの展示」というマイナスイメージを少しでも
改善すべく、チラシに掲載する言葉やイメージづくりを
スタッフ全員で話し合いました。また、一般的には福祉
と結びつかないプチイベント（ツボ体験、パーソナルカ
ラー診断、アロマトリートメントなど）を無料で行うこ
とで集客を図りました。

その結果、他にもたくさんのイベントが重なっていた
にもかかわらず、昨年より１００名ちょっと集客数が増加
し、５００名を超えることができました。またアンケート
ではお客様から温かい励ましの言葉や感謝の言葉もいた
だくことができ、充実した内容で終えることができまし
た。

私自身、ここ数回は機器展が終了しても達成感を感じ
られず、なぜ？なぜ？と自問自答の繰り返しでした。で
も、今回の機器展は、本当に楽しかった！楽しかったし、
充実感や達成感を得られることができました。それは、

ずっと一緒に運営に携わってきてくれたスタッフや、そ
の思いや人柄に触れて、サポートしてくれた当日ボラン
ティアのみなさんのおかげだと思っています。
ある学生ボランティアさんは、「また来年来ます！」
と笑顔で帰っていきました。今年初めてパーソナルカ
ラー診断をイベントコーナーで行ったボランティアさん
は、「障害のある子どもさんも顔に色布をあててめくっ
ているとキャッキャと喜んでくれて、こんな体験は初め
てで本当にうれしかった」と話してくれました。他にも
新しい発見や驚きがたくさんあったようです。

また昨年に引き続き、福祉機器展の魅力を伝えるため
に、インターネットを利用して Ustream番組中継も行
いました。市民活力開発センターのタモリこと山本さん
と大学生たちが取材に協力してくれ、番組を盛り上げて
くれました。

今回の開催には建築士会の事業委員会からも助成金を
いただきました。スタッフの中には建築士も数名おり、
住宅改修ブースなどで活躍しています。しかし、建築士
会という団体との連携についてはまだまだです。今後、
どのような連携を図り、建築士としての活躍の場を広げ
ていただくか、一緒に考えていただければ幸いです。ご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

●女性部通信●

第６回とくしま福祉機器展を終えて
徳島支部 中山 尚子
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●士会だより－事業●

第５回 お菓子の家をつくろう！with ＬＥＤ

童話「ヘンゼルとグレーテル」にでてくる、『お菓子の家』をご

存知ですか？

固焼きパンの屋根、厚焼きスポンジやクッキーの壁、キャンディー

の窓にチョコレートのドア…。そして、もうすぐクリスマス！お菓子

の家に、灯りをともして飾ってみませんか？『ＬＥＤ』を使って、光

るお家をつくりましょう！ぜひ、お友達と一緒にご参加下さい。

開催日：２０１１年１２月３日�
時 間：１３：３０～１６：００

会 場：とくしま生協 コープ住吉店 １階会議室

定 員：２０名 小学３年生以上（幼・小学２年迄の方は保護者同伴）

参加費：５００円（当日集めます。おつりのいらないようにお願い

致します）

問合せ先：徳島県建築士会事務局 ０８８‐６５３‐７５７０

主催＝�徳島県建築士会．主管＝�徳島県建築士会「お菓子の家
をつくろう」．

共催＝�徳島県建築士会女性部会
※筆記用具を持参して下さい。

※お持帰り用の箱（Ａ４サイズよりも一回り大きいもの）をご用

意下さい。

●士会だより－事業●

あしたのひょうたん島プロジェクト２０１１
『ひょうたん島ぐるっと川の駅』のご案内
今年も「川の駅」作ってみました�新町川と助任川に囲まれた中

州、愛称として定着した「ひょうたん島」もっと多くの人にその魅

力を伝えたい。その思いが、「まちづくり」に参加するきっかけで

した。ひょうたん島からつながる「まち」の未来を体験して下さい。

川からまちへ出かけよう�
開催日：２０１１年１１月２７日� ※１日限定・雨天決行

時 間：１０：００～１６：００

☆川の駅（乗船無料）

１．新町川水際公園ボートハウス

２．とくしまご当地Ｂ級グルメフェスティバル会場

３．助任川河岸緑地（寂聴桟橋）

４．徳住橋

５．万代中央ふ頭倉庫街

※ただし、乗船保険料として１日１００円必要

☆同日開催

とくしまご当地Ｂ級グルメフェスティバル

まち歩きツアー午前／午後開催

とくしま観光ガイドボランティア会によるガイド付きツアーを

開催

（午前の部１１：００出発 午後の部１４：００出発）

主 催：�徳島県建築士会
問合せ先：士会事務局 ０８８‐６５３‐７５７０

ひょうたん島ぐるっと blog

http://hyoutanjima.blog86.fc2.com/

●士会だより－事業●

「とくしま協働の森づくり事業」関連イベント

徳島県建築士会が「とくしま協働の森づくり事業」のパートナー

シップ協定を締結している佐那河内村内の山林で、間伐作業の見学

や PR看板の設置作業、間伐材を利用した楽しい体験型ワーク

ショップを企画しています。小さい子供さんでも楽しく参加できま

すのでぜひご家族でご参加下さい。※参加無料です

日 時：平成２３年１１月１２日� １３：３０～１７：００

場 所：佐那河内村役場 駐車場 １３：００集合

申込締切り：平成２３年１１月１０日

申込先：本部事務局 TEL０８８‐６５３‐７５７０

●士会だより－OA研究会●

ＢＩＭによる設計の基礎

２０１０年３月、国土交通省が官庁営繕事業においてＢＩＭを用いた

設計を試行すると発表し、同年６月には、ＢＩＭの採用を条件とし

た公募を発表している。また「建物環境配慮制度」のような、環境

を配慮した取り組みを開始する自治体も数多く現れてきている中、

ＢＩＭという新しい設計手法についての、今さら聞きづらい基礎知

識と身近な事例をご紹介します。

日 時：２０１１年１１月２５日� １８時～２０時

会 場：建築士会 会議室 参加費：無料 先着３０名

１．ＢＩＭ（Building Information Modeling）の基礎知識

２．アトリエ事務所におけるＢＩＭの活用事例

３．ＢＩＭ最新情報

編編集集後後記記 ……………………………………………

・あ、東北視察の記事、来月に回しました！すみません！（源太郎）

・久しぶりに編集会議に来られました。みんな元気でよかった。

（ノーリツ号）

・来たら無事、編集会議終わっていました。 （西酎）

建築士会本部行事案内 平成２３年

１１月 １２月
２日 正副会長＋支部長＋事務局長会議 （士会会議室）
４日 中四国ブロック職員会議 （愛媛県）
９日 建築相談 （士会会議室）
１０日 「建築士業務の責任と処分」講習会 （ 〃 ）
１２日 協働の森づくり事業 （佐那河内村）
１６日 建築相談 （士会会議室）
２２日 まもりす保険説明会 （阿南市）
２５日 中四国ブロック会長会議 （愛媛県）
２７日 徳島市防災訓練 （城東小学校）
２９日 建築士定期講習 （建設センター７Ｆ）

１日 １日会 （士会会議室）
２日 まもりす保険説明会 （貞光ゆうゆう館）
８日 財務委員会 （士会会議室）
１４日 建築相談 （ 〃 ）
１７日 常任理事・理事会 （建設センター６・７Ｆ）
２１日 建築相談 （士会会議室）
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